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プ
ロ
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ェ
ク
ト
川
越
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市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

み
ん
な
の
党

無 

所 

属

　
　
　
小
　
林
　
　
　
薫

　
　
　
石
　
川
　
智
　
明

　
私
達
は
川
合
市
長
の
市
政

方
針
を
評
価
し
今
後
に
期
待

し
ま
す
。
市
長
の
任
期
は
残

す
と
こ
ろ
１
年
弱
と
な
り
、

こ
の
間
都
市
計
画
税
の
値
上

げ
な
ど
、
市
民
に
と
っ
て
厳

し
い
施
策
を
打
ち
出
し
て
来

ま
し
た
が
、
一
方
で
自
ら
の

給
料
を
削
減
し
、
更
に
市
職

員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
見
直

し
を
行
う
な
ど
、
全
市
民
が

一
体
と
な
っ
て
行
財
政
改
革

に
取
り
組
も
う
と
す
る
姿
勢

を
明
確
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
当
初
予
算
で

は
、
前
倒
し
で
取
り
組
ん
で

き
た
小
中
学
校
の
耐
震
化
が

今
年
度
完
了
し
ま
す
。
引
き

続
き
保
育
園
な
ど
全
公
共
施

設
の
早
期
の
耐
震
化
が
必
要

で
す
。
子
育
て
支
援
策
で
は
、

子
ど
も
医
療
通
院
助
成
が
６

年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
が
、

早
期
に
中
学
校
３
年
生
ま
で

の
拡
大
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

川
越
ら
し
さ
を
存
続
さ
せ
る

た
め
に
、
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
の
整
備
や
、

旧
鶴
川
座
に
つ
い
て
は
、
観

光
資
源
と
し
て
ま
た
、
市
民

に
喜
ば
れ
る
施
設
と
し
て
再

生
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。

　
　
　
髙
　
橋
　
　
　
剛

　
　
　
牛
　
窪
　
多
喜
男
　

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

が
経
過
し
、
厳
し
い
社
会
経

済
情
勢
と
財
政
状
況
が
続
く

中
、
本
市
は
市
制
施
行
90
周

年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
か

ら
本
格
化
す
る
新
河
岸
駅
周

辺
駅
整
備
、
西
部
地
域
振
興

ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
（
仮
称
）

整
備
、
川
越
駅
西
口
駅
前
広

場
改
修
、
さ
ら
に
新
斎
場
の

整
備
は
、
今
後
の
市
民
生
活

と
街
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要

課
題
で
あ
り
、
都
市
基
盤
整

備
の
推
進
を
評
価
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
各
事

業
推
進
は
、
そ
の
多
く
を
市

債
に
頼
り
、
市
債
残
高
を
押

し
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
市
財

政
へ
の
影
響
は
、
注
視
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

れ
あ
い
拠
点
施
設
へ
の
大
き

な
予
算
の
充
当
に
つ
い
て
は

大
き
く
評
価
を
し
た
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
歳
入
予

算
に
市
税
が
占
め
る
割
合
は

53
・
３
％
、
と
、
大
幅
な
増

は
期
待
で
き
ず
、
市
債
に
つ

い
て
は
92
億
５
千
万
強
を
計

上
し
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

９
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
前
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
14
・
６
％
の

24
億
５
千
万
を
見
込
み
、
国

庫
支
出
金
は
、
昨
年
当
初
予

算
比
で
９
．
８
％
の
１
４
３

億
７
千
万
強
を
計
上
し
た
が
、

一
般
会
計
の
構
成
割
合
を
見

る
と
、
扶
助
費
23
・
７
％
人

件
費
21
・
１
％
交
際
費
10
・

２
％
と
、
義
務
的
経
費
が
そ

の
割
合
を
大
き
く
占
め
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
に
も
市
民
生

活
に
直
結
し
た
経
費
や
特
別

会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
、
公

共
施
設
の
管
理
や
維
持
に
必

要
な
経
費
等
々
、
財
政
は
危

機
的
状
況
に
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

考
え
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
の
拡
大
、

保
育
所
建
設
費
補
助
等
の
事

業
は
子
育
て
中
の
家
庭
の
就

労
や
医
療
費
軽
減
に
つ
な
が

る
重
要
な
施
策
と
評
価
し
ま

す
。

　
（
仮
称
）
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
、
被
保
護
者
向

け
の
無
料
職
業
紹
介
の
事
業

は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
即

し
た
施
策
と
し
て
期
待
を
す

る
も
の
で
す
。

　
　
　
吉
　
田
　
光
　
雄

　
　
　
明
ヶ
戸
　
亮
　
太

　
24
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
は
日
本
経
済
デ
フ
レ
傾
向

の
中
１
千
億
円
を
超
え
る
積

極
予
算
を
組
ん
だ
市
の
姿
勢

は
大
い
に
評
価
で
き
る
。

　
川
合
市
長
の
「
コ
ン
ク
リ

ー
ト
も
人
も
」
の
施
策
が
十

分
反
映
さ
れ
た
予
算
と
な
っ

て
い
る
。
支
出
に
つ
い
て
は

川
越
駅
西
口
地
区
の
周
辺
整

備
や
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
費

新
河
岸
駅
周
辺
地
区
整
備
費

な
ど
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
一
方
収
入
に
つ
い
て
は
個

人
・
法
人
市
民
税
は
回
復
傾

向
に
あ
る
が
、
固
定
資
産
税

の
減
収
が
大
き
く
、
借
金
傾

向
に
あ
る
の
は
否
め
な
い
。

　
今
後
日
本
経
済
の
大
幅
な

回
復
は
原
発
停
止
に
よ
る
電

気
料
の
値
上
げ
や
原
油
高
等

に
よ
り
期
待
で
き
な
い
。
市

の
歳
入
の
伸
び
も
望
め
な
い

中
、
暫
く
は
苦
し
い
市
政
運

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
市
当
局
に
は
更
に
一

層
の
無
駄
の
排
除
に
努
力
を

望
む
と
共
に
、
我
々
議
員
も

協
力
し
、
市
民
の
為
に
豊
か

な
川
越
を
目
指
し
て
努
力
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
住
ん
で
良
か
っ
た
川
越
」

の
実
現
の
た
め
に
。

　
　
　
川
　
口
　
啓
　
介

　
平
成
24
年
度
の
当
初
予
算

も
近
年
同
様
、
市
税
な
ど
の

自
主
財
源
が
伸
び
悩
み
、
市

債
な
ど
の
依
存
財
源
比
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
以
前
と
異
な
り

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
も
少

し
ず
つ
で
も
貯
金
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
に
は
共
感
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
予
算
規

模
こ
そ
大
き
く
な
い
も
の
の
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
社

会
実
験
や
小
型
家
電
の
拠
点

回
収
事
業
な
ど
注
目
し
た
い

取
組
み
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
行
政
評

価
の
導
入
や
外
郭
団
体
の
見

直
し
に
取
り
組
む
、
と
い
う

市
長
見
解
は
特
に
注
視
し
、

私
が
川
越
市
の
最
重
要
課
題

と
考
え
る
社
会
資
本
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
さ
ら

な
る
取
組
み
と
体
制
強
化
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

川越市議会委員会条例の改正
　市民部は総務財政常任委員会の所管になりました。

文化教育
　市民部
　教育委員会
　文化スポーツ部

総務財政
政策財政部 総務部  市民部  秘書室
　広報室 会計室 選挙管理委員会
　　監査委員 公平委員会
　　　固定資産評価審査委員会

議議
会会
情情
報報

　
高
齢
者
が
高
齢
者
を
介
護

す
る
老
老
介
護
。
認
知
症
の

方
が
認
知
症
の
方
を
介
護
す

る
認
認
介
護
。
こ
れ
ら
の
現

象
に
対
し
、
実
態
把
握
及
び

適
切
な
対
応
を
図
る
べ
き
。

　
福
祉
部
長
　
今
後
、
高
齢

化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、

「
老
老
介
護
」
や
「
認
認
介

護
」
の
方
々
が
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
本

市
と
し
て
は
、
今
後
「
老
老

介
護
」
や
「
認
認
介
護
」
等

に
関
す
る
実
態
を
把
握
し
た

上
で
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
も
、
日
常

生
活
圏
域
内
に
お
い
て
、
医

療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
の
整

備
、
す
な
わ
ち
介
護
保
険
法

で
予
定
し
て
い
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　
教
育
の
諸
課
題

　
介
護
の
諸
問
題

質問 質問

問答

Ｐ
川
越
21
　 

石
　
川
　
智
　
明

老
老
・
認
認
介
護
へ
の
対
応
を

1

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
派

遣
医
療
チ
ー
ム
も
慢
性
疾
患

を
持
つ
方
の
治
療
内
容
が
わ

か
る
医
療
情
報
が
、
絶
大
な

威
力
を
発
揮
し
た
。
救
急
時

も
役
立
つ
キ
ッ
ト
の
実
施
を
。

　
市
長
　
救
急
医
療
情
報
キ

ッ
ト
は
、
災
害
時
だ
け
で
な

く
、
日
常
生
活
の
中
で
の
急

病
の
際
に
自
分
の
常
備
薬
や

既
往
症
な
ど
の
情
報
を
救
急

隊
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
応
急
処
置

や
救
急
病
院
で
の
処
置
に
あ

た
り
非
常
に
有
効
な
も
の
と

考
え
て
い
る
。
特
に
病
気
治

療
中
の
方
、
単
身
世
帯
あ
る

い
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な

ど
必
要
性
が
高
い
と
考
え
て

い
る
。
効
果
的
な
方
法
や
運

用
面
等
に
つ
い
て
、
消
防
局

と
も
協
議
し
な
が
ら
導
入
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
災
害
等
に
備
え
命
を
守
る

　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
政
策

　
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

質問 質問 質問

　
モ
デ
ル
事
業
の
高
齢
者
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は

二
十
四
年
度
か
ら
本
格
実
施

さ
れ
る
。
広
く
市
民
の
協
力

が
必
要
で
あ
る
が
、
取
り
組

み
予
定
を
伺
い
た
い
。

　
福
祉
部
長
　
高
齢
者
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
年
６
月
ま
で
に

本
事
業
の
評
価
・
検
証
を
行

っ
た
う
え
で
、
10
月
か
ら
は

実
施
地
区
を
拡
大
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
実
施
方
法
等
に
つ
い

て
は
、
要
援
護
高
齢
者
等
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
お
い
て

意
見
を
い
た
だ
き
検
討
し
て

い
き
た
い
。
　

　
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ

て
運
営
し
て
い
た
だ
く
の
が

理
想
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
事
業
が
多
く

の
方
々
に
周
知
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
事
業
内
容

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
孤
独
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

質問

　
県
内
他
市
に
は
無
い
職
員

旅
費
の
徒
歩
手
当
１
・
５
㎞

50
円
の
支
給
は
い
か
が
な
も

の
か
。
見
直
し
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

　
市
長
　
徒
歩
に
よ
る
移
動

に
旅
費
を
支
給
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
費

用
を
要
し
な
い
こ
と
、
他
市

に
お
い
て
も
運
用
を
廃
止
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
早

急
に
改
善
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
包
括
外
部
監

査
人
か
ら
の
意
見
に
も
あ
る

と
お
り
、
職
員
の
勤
務
地
に

は
、
鉄
道
の
駅
や
バ
ス
の
停

留
所
か
ら
離
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
職
場

と
市
役
所
等
と
の
間
に
お
け

る
連
絡
方
法
等
の
あ
り
方
も

含
め
た
方
策
に
つ
い
て
、
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
職
員
の
旅
費
の
支
給

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局

質問 質問

　
若
者
参
加
型
の
観
光
資
源

発
掘
や
、
Ｐ
Ｒ
・
宣
伝
活
動

の
為
に
、
「
フ
ォ
ト
・
ヴ
ォ

イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど

を
活
用
し
た
サ
イ
ト
開
設
を

行
う
様
な
対
応
は
可
能
か
。

　
産
業
観
光
部
長
　
自
治
体

も
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

の
情
報
発
信
を
行
う
よ
う
に

な
り
、
本
市
で
も
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
観
光
映
像
を
発
信
す

る
他
、
三
月
末
開
催
の
「
蔵

ま
ち
バ
ル
」
を
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
で
発
信
し
た
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
情
報
発
信
・
交

換
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
が
盛
ん

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
為
、

観
光
情
報
の
発
信
に
活
用
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
リ
ピ

ー
タ
ー
増
進
の
為
、
小
江
戸

フ
ァ
ン
倶
楽
部
を
若
年
層
に

サ
ー
ク
ル
的
に
活
用
し
て
頂

く
施
策
を
含
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

の
連
動
を
検
討
し
て
い
く
。

　
川
越
市
の
観
光
政
策

質問

や
ま
ぶ
き
会
　 

倉
　
嶋
　
美
恵
子

高
齢
者
見
守
り
事
業
の
推
進

5

や
ま
ぶ
き
会
　
中
　
原
　
秀
　
文

若
者
参
加
型
の
観
光
活
性
化
策 4

問答

問答

問答

問答

Ｐ
川
越
21
　 

小
　
林
　
　
　
薫

職
員
徒
歩
手
当
の
見
直
し
を
！ 2

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

3

市政に関する 一般質問一般質問

問

今定例会では、25名の議員が一般質問を行いました。

【
今
定
例
会
の
会
議
録
】

　
図
書
館
等
で
は
五
月
下
旬
頃
〜

　
議
会
Ｈ
Ｐ
で
は
六
月
上
旬
頃
〜

　
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

　
図
書
館
／
出
張
所
／
議
会
事
務
局

　
情
報
公
開
窓
口
（
東
庁
舎
）

会議録
の閲覧 　

答
弁
者
※

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
通
告
事
項
の
要
約

○
○
○
○
○
○
○
○
○

答

質問

（答弁の要約）
※印の付いた答弁は
複数の答弁者の発言
をまとめたものです。

会 

派 

名
　
議 

員 

氏 

名

一
般
質
問
の
表
題質問の

順　番

（質問の要約）
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ク
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市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

み
ん
な
の
党

無 

所 

属

　
　
　
小
　
林
　
　
　
薫

　
　
　
石
　
川
　
智
　
明

　
私
達
は
川
合
市
長
の
市
政

方
針
を
評
価
し
今
後
に
期
待

し
ま
す
。
市
長
の
任
期
は
残

す
と
こ
ろ
１
年
弱
と
な
り
、

こ
の
間
都
市
計
画
税
の
値
上

げ
な
ど
、
市
民
に
と
っ
て
厳

し
い
施
策
を
打
ち
出
し
て
来

ま
し
た
が
、
一
方
で
自
ら
の

給
料
を
削
減
し
、
更
に
市
職

員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
見
直

し
を
行
う
な
ど
、
全
市
民
が

一
体
と
な
っ
て
行
財
政
改
革

に
取
り
組
も
う
と
す
る
姿
勢

を
明
確
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
当
初
予
算
で

は
、
前
倒
し
で
取
り
組
ん
で

き
た
小
中
学
校
の
耐
震
化
が

今
年
度
完
了
し
ま
す
。
引
き

続
き
保
育
園
な
ど
全
公
共
施

設
の
早
期
の
耐
震
化
が
必
要

で
す
。
子
育
て
支
援
策
で
は
、

子
ど
も
医
療
通
院
助
成
が
６

年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
が
、

早
期
に
中
学
校
３
年
生
ま
で

の
拡
大
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

川
越
ら
し
さ
を
存
続
さ
せ
る

た
め
に
、
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
の
整
備
や
、

旧
鶴
川
座
に
つ
い
て
は
、
観

光
資
源
と
し
て
ま
た
、
市
民

に
喜
ば
れ
る
施
設
と
し
て
再

生
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。

　
　
　
髙
　
橋
　
　
　
剛

　
　
　
牛
　
窪
　
多
喜
男
　

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

が
経
過
し
、
厳
し
い
社
会
経

済
情
勢
と
財
政
状
況
が
続
く

中
、
本
市
は
市
制
施
行
90
周

年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
か

ら
本
格
化
す
る
新
河
岸
駅
周

辺
駅
整
備
、
西
部
地
域
振
興

ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
（
仮
称
）

整
備
、
川
越
駅
西
口
駅
前
広

場
改
修
、
さ
ら
に
新
斎
場
の

整
備
は
、
今
後
の
市
民
生
活

と
街
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要

課
題
で
あ
り
、
都
市
基
盤
整

備
の
推
進
を
評
価
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
各
事

業
推
進
は
、
そ
の
多
く
を
市

債
に
頼
り
、
市
債
残
高
を
押

し
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
市
財

政
へ
の
影
響
は
、
注
視
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

れ
あ
い
拠
点
施
設
へ
の
大
き

な
予
算
の
充
当
に
つ
い
て
は

大
き
く
評
価
を
し
た
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
歳
入
予

算
に
市
税
が
占
め
る
割
合
は

53
・
３
％
、
と
、
大
幅
な
増

は
期
待
で
き
ず
、
市
債
に
つ

い
て
は
92
億
５
千
万
強
を
計

上
し
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

９
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
前
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
14
・
６
％
の

24
億
５
千
万
を
見
込
み
、
国

庫
支
出
金
は
、
昨
年
当
初
予

算
比
で
９
．
８
％
の
１
４
３

億
７
千
万
強
を
計
上
し
た
が
、

一
般
会
計
の
構
成
割
合
を
見

る
と
、
扶
助
費
23
・
７
％
人

件
費
21
・
１
％
交
際
費
10
・

２
％
と
、
義
務
的
経
費
が
そ

の
割
合
を
大
き
く
占
め
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
に
も
市
民
生

活
に
直
結
し
た
経
費
や
特
別

会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
、
公

共
施
設
の
管
理
や
維
持
に
必

要
な
経
費
等
々
、
財
政
は
危

機
的
状
況
に
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

考
え
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
の
拡
大
、

保
育
所
建
設
費
補
助
等
の
事

業
は
子
育
て
中
の
家
庭
の
就

労
や
医
療
費
軽
減
に
つ
な
が

る
重
要
な
施
策
と
評
価
し
ま

す
。

　
（
仮
称
）
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
、
被
保
護
者
向

け
の
無
料
職
業
紹
介
の
事
業

は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
即

し
た
施
策
と
し
て
期
待
を
す

る
も
の
で
す
。

　
　
　
吉
　
田
　
光
　
雄

　
　
　
明
ヶ
戸
　
亮
　
太

　
24
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
は
日
本
経
済
デ
フ
レ
傾
向

の
中
１
千
億
円
を
超
え
る
積

極
予
算
を
組
ん
だ
市
の
姿
勢

は
大
い
に
評
価
で
き
る
。

　
川
合
市
長
の
「
コ
ン
ク
リ

ー
ト
も
人
も
」
の
施
策
が
十

分
反
映
さ
れ
た
予
算
と
な
っ

て
い
る
。
支
出
に
つ
い
て
は

川
越
駅
西
口
地
区
の
周
辺
整

備
や
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
費

新
河
岸
駅
周
辺
地
区
整
備
費

な
ど
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
一
方
収
入
に
つ
い
て
は
個

人
・
法
人
市
民
税
は
回
復
傾

向
に
あ
る
が
、
固
定
資
産
税

の
減
収
が
大
き
く
、
借
金
傾

向
に
あ
る
の
は
否
め
な
い
。

　
今
後
日
本
経
済
の
大
幅
な

回
復
は
原
発
停
止
に
よ
る
電

気
料
の
値
上
げ
や
原
油
高
等

に
よ
り
期
待
で
き
な
い
。
市

の
歳
入
の
伸
び
も
望
め
な
い

中
、
暫
く
は
苦
し
い
市
政
運

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
市
当
局
に
は
更
に
一

層
の
無
駄
の
排
除
に
努
力
を

望
む
と
共
に
、
我
々
議
員
も

協
力
し
、
市
民
の
為
に
豊
か

な
川
越
を
目
指
し
て
努
力
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
住
ん
で
良
か
っ
た
川
越
」

の
実
現
の
た
め
に
。

　
　
　
川
　
口
　
啓
　
介

　
平
成
24
年
度
の
当
初
予
算

も
近
年
同
様
、
市
税
な
ど
の

自
主
財
源
が
伸
び
悩
み
、
市

債
な
ど
の
依
存
財
源
比
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
以
前
と
異
な
り

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
も
少

し
ず
つ
で
も
貯
金
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
に
は
共
感
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
予
算
規

模
こ
そ
大
き
く
な
い
も
の
の
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
社

会
実
験
や
小
型
家
電
の
拠
点

回
収
事
業
な
ど
注
目
し
た
い

取
組
み
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
行
政
評

価
の
導
入
や
外
郭
団
体
の
見

直
し
に
取
り
組
む
、
と
い
う

市
長
見
解
は
特
に
注
視
し
、

私
が
川
越
市
の
最
重
要
課
題

と
考
え
る
社
会
資
本
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
さ
ら

な
る
取
組
み
と
体
制
強
化
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

川越市議会委員会条例の改正
　市民部は総務財政常任委員会の所管になりました。

文化教育
　市民部
　教育委員会
　文化スポーツ部

総務財政
政策財政部 総務部  市民部  秘書室
　広報室 会計室 選挙管理委員会
　　監査委員 公平委員会
　　　固定資産評価審査委員会

議議
会会
情情
報報

　
高
齢
者
が
高
齢
者
を
介
護

す
る
老
老
介
護
。
認
知
症
の

方
が
認
知
症
の
方
を
介
護
す

る
認
認
介
護
。
こ
れ
ら
の
現

象
に
対
し
、
実
態
把
握
及
び

適
切
な
対
応
を
図
る
べ
き
。

　
福
祉
部
長
　
今
後
、
高
齢

化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、

「
老
老
介
護
」
や
「
認
認
介

護
」
の
方
々
が
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
本

市
と
し
て
は
、
今
後
「
老
老

介
護
」
や
「
認
認
介
護
」
等

に
関
す
る
実
態
を
把
握
し
た

上
で
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
も
、
日
常

生
活
圏
域
内
に
お
い
て
、
医

療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
の
整

備
、
す
な
わ
ち
介
護
保
険
法

で
予
定
し
て
い
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　
教
育
の
諸
課
題

　
介
護
の
諸
問
題

質問 質問

問答

Ｐ
川
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石
　
川
　
智
　
明

老
老
・
認
認
介
護
へ
の
対
応
を

1

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
派

遣
医
療
チ
ー
ム
も
慢
性
疾
患

を
持
つ
方
の
治
療
内
容
が
わ

か
る
医
療
情
報
が
、
絶
大
な

威
力
を
発
揮
し
た
。
救
急
時

も
役
立
つ
キ
ッ
ト
の
実
施
を
。

　
市
長
　
救
急
医
療
情
報
キ

ッ
ト
は
、
災
害
時
だ
け
で
な

く
、
日
常
生
活
の
中
で
の
急

病
の
際
に
自
分
の
常
備
薬
や

既
往
症
な
ど
の
情
報
を
救
急

隊
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
応
急
処
置

や
救
急
病
院
で
の
処
置
に
あ

た
り
非
常
に
有
効
な
も
の
と

考
え
て
い
る
。
特
に
病
気
治

療
中
の
方
、
単
身
世
帯
あ
る

い
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な

ど
必
要
性
が
高
い
と
考
え
て

い
る
。
効
果
的
な
方
法
や
運

用
面
等
に
つ
い
て
、
消
防
局

と
も
協
議
し
な
が
ら
導
入
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
災
害
等
に
備
え
命
を
守
る

　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
政
策

　
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

質問 質問 質問

　
モ
デ
ル
事
業
の
高
齢
者
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は

二
十
四
年
度
か
ら
本
格
実
施

さ
れ
る
。
広
く
市
民
の
協
力

が
必
要
で
あ
る
が
、
取
り
組

み
予
定
を
伺
い
た
い
。

　
福
祉
部
長
　
高
齢
者
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
年
６
月
ま
で
に

本
事
業
の
評
価
・
検
証
を
行

っ
た
う
え
で
、
10
月
か
ら
は

実
施
地
区
を
拡
大
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
実
施
方
法
等
に
つ
い

て
は
、
要
援
護
高
齢
者
等
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
お
い
て

意
見
を
い
た
だ
き
検
討
し
て

い
き
た
い
。
　

　
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ

て
運
営
し
て
い
た
だ
く
の
が

理
想
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
事
業
が
多
く

の
方
々
に
周
知
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
事
業
内
容

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
孤
独
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

質問

　
県
内
他
市
に
は
無
い
職
員

旅
費
の
徒
歩
手
当
１
・
５
㎞

50
円
の
支
給
は
い
か
が
な
も

の
か
。
見
直
し
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

　
市
長
　
徒
歩
に
よ
る
移
動

に
旅
費
を
支
給
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
費

用
を
要
し
な
い
こ
と
、
他
市

に
お
い
て
も
運
用
を
廃
止
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
早

急
に
改
善
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
包
括
外
部
監

査
人
か
ら
の
意
見
に
も
あ
る

と
お
り
、
職
員
の
勤
務
地
に

は
、
鉄
道
の
駅
や
バ
ス
の
停

留
所
か
ら
離
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
職
場

と
市
役
所
等
と
の
間
に
お
け

る
連
絡
方
法
等
の
あ
り
方
も

含
め
た
方
策
に
つ
い
て
、
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
職
員
の
旅
費
の
支
給

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局

質問 質問

　
若
者
参
加
型
の
観
光
資
源

発
掘
や
、
Ｐ
Ｒ
・
宣
伝
活
動

の
為
に
、
「
フ
ォ
ト
・
ヴ
ォ

イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど

を
活
用
し
た
サ
イ
ト
開
設
を

行
う
様
な
対
応
は
可
能
か
。

　
産
業
観
光
部
長
　
自
治
体

も
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

の
情
報
発
信
を
行
う
よ
う
に

な
り
、
本
市
で
も
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
観
光
映
像
を
発
信
す

る
他
、
三
月
末
開
催
の
「
蔵

ま
ち
バ
ル
」
を
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
で
発
信
し
た
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
情
報
発
信
・
交

換
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
が
盛
ん

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
為
、

観
光
情
報
の
発
信
に
活
用
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
リ
ピ

ー
タ
ー
増
進
の
為
、
小
江
戸

フ
ァ
ン
倶
楽
部
を
若
年
層
に

サ
ー
ク
ル
的
に
活
用
し
て
頂

く
施
策
を
含
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

の
連
動
を
検
討
し
て
い
く
。

　
川
越
市
の
観
光
政
策

質問

や
ま
ぶ
き
会
　 

倉
　
嶋
　
美
恵
子

高
齢
者
見
守
り
事
業
の
推
進

5

や
ま
ぶ
き
会
　
中
　
原
　
秀
　
文

若
者
参
加
型
の
観
光
活
性
化
策 4

問答

問答

問答

問答

Ｐ
川
越
21
　 

小
　
林
　
　
　
薫

職
員
徒
歩
手
当
の
見
直
し
を
！ 2

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

3

市政に関する 一般質問一般質問

問

今定例会では、25名の議員が一般質問を行いました。

【
今
定
例
会
の
会
議
録
】

　
図
書
館
等
で
は
五
月
下
旬
頃
〜

　
議
会
Ｈ
Ｐ
で
は
六
月
上
旬
頃
〜

　
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

　
図
書
館
／
出
張
所
／
議
会
事
務
局

　
情
報
公
開
窓
口
（
東
庁
舎
）

会議録
の閲覧 　

答
弁
者
※

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
通
告
事
項
の
要
約

○
○
○
○
○
○
○
○
○

答

質問

（答弁の要約）
※印の付いた答弁は
複数の答弁者の発言
をまとめたものです。

会 

派 

名
　
議 

員 

氏 

名

一
般
質
問
の
表
題質問の

順　番

（質問の要約）


